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今
週
の
紙
面 京都・長岡京市 黒田愛子

■２面 ニュース／旧統一
協会問題 ■３面 読者の
ページ／まんが／俳句・詩
■４面 創立60年／防災

／テレビ評 ■５面 憲法
講座／ホット ■６面 羊
毛フェルトで／もう一品／
母の歴史 ■７面 新婦人の活動／主張／多様な性

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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※自己負担額は、部屋代約６万円、食事代４万35

00円などが基準とされ、施設ごとに設定さてい

るが、高齢者単身世帯（無職）の平均額（住居

費１万3090円、食料費３万6322円。「家計調

査」より）を大きく上まわる。

相談ケースより 歳代の夫婦２人、アパート暮らし。認

知症で要介護２の夫を在宅介護。夫の年金は月３万円、妻の

年金は月万円。

夫は歩行が困難で、トイレでの排せつも難しい。紙パンツ

の交換も嫌がり、この１年入浴できていない。デイサービス

に行くようになっても入浴は拒否。大声を出す夫に、妻も叱

責したり叩いたりするようになり、在宅介護は限界。家主か

らも老朽化による立ち退きを求められている。

現在、デイサービス週２回（利用料773円×月８回）、デイ

食費代（630円×８回）、歩行器と手すりレンタル（月600円）

で月に１万1，824円。

老人保健施設に入所すると、１日978円の利用料で月３万3

18円、多床室の居住費１日370円と食費１日1360円で月５万

3，630円。合計８万3，948円。グループホームは高額で入れな

い。医療費や理美容などは別。２人の年金計16万円のうち夫

の介護で９万円近い出費。妻は、「離婚すれば、食事代など

への補足給付をもっと受けられる」と思い詰めている。

介護保険料の利用料が２割とされると、老健施設への入所

は11万4266円に。部屋代などの自己負担分が特養ホームなみ

に改悪されればさらに約２万円増に。
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「軍事費増額のために社会保障削減など許せ
ない」。2000年にスタートした介護保険制度
は、３年ごとの法改定で、国民負担増がすすめ
られてきました。岸田政権はさらに「給付減と負
担増」をねらっています。ケアの現場で働くソー
シャルワーカーの黒岡有子さんに聞きました。

ソーシャルワーカー 黒岡有子さ
ん

く
ろ
お
か
ゆ
う
こ

石
川
県
の
医

療
福
祉
現
場
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ



と
し
て
働
き

現
在
は
老
健
施
設

の
ソ

シ

ル
ワ

カ


著
書

は
﹃
権
利
と
し
て
の
介
護
保
障
を

め
ざ
し
て
﹄︵
学
習
の
友
社
︶
な

ど


新婦人「緊急介護保険利

用者・家族実態調査」へ

のご協力をお願いいたし

ます。

ＱＲコード

の Google フォ

ームから回答

できます。

利
用
料
２
倍
に
⁉



厚
労
省
社
会
保
障
審
議

会
は

昨
年
末

介
護
保
険

制
度
の
２
０
２
４
年
度
に
向

け
た
第
９
期
改
定
案
に
つ
い

て

結
論
を
先
送
り
し
ま
し

た
が

法
律
改
正
が
不
要
な

負
担
増
は
あ
き
ら
め
て
い
ま

せ
ん


今
回

結
論
が
先
送
り
さ

れ
た
の
は

国
民
の
批
判


反
対
運
動
の
広
が
り
を
背
景

に

春
の
統
一
地
方
選
へ
の

影
響
を
考
え
て
の
こ
と
で
し


う

し
か
し

政
府
は


利
用
料
２
割
負
担
の
対
象
拡

大

多
床
室
の
有
料
化

一

定
所
得
の
あ
る
65
歳
以
上
の

人
の
保
険
料
引
き
上
げ
な

ど

国
会
の
採
決
を
通
さ

ず

政
府
内
の
手
続
き
で
す

す
め
ら
れ
る
政
令
改
正
や
介

護
報
酬
改
定
で
で
き
る
改
悪

は
す
す
め
る
つ
も
り
で

ひ

き
つ
づ
き
反
対
の
声
を
ひ
ろ

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
原

則
１
割
の
介
護
利
用
料

は

す
で
に
２
割
負
担
︵
単
身

年
収
２
８
０
万
円

２
人
で
３
４
５

万
円
以
上
︶

な
ど
が
導
入
さ
れ

て
き
ま
し
た

デ
イ
サ

ビ

ス
の
食
事
代
や

施
設
の
部

屋
代
・
居
住
費

食
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な

て
お

り

施
設
入
所
で
は
月
十
数

万
円
が
必
要
で

こ
の
間
の

物
価
高
騰
に
よ

て

食
事

代
や
家
賃

共
益
費
も
上
が

る
な
か
﹁
有
料
老
人
ホ


ム
か
ら
退
所
せ
ざ
る
を
え
な

い
﹂
と
の
相
談
も
増
え
て
い

ま
す


昨
年
10
月

後
期
高
齢
者

医
療
の
窓
口
負
担
が
年
金
収

入
２
０
０
万
円
以
上
を
２
割

と
倍
化
し
た
の
で

介
護
保

険
も
２
割
に
し
よ
う
と
検
討

し
て
い
ま
す

現
行
の
１
割

負
担
で
も

経
済
的
理
由
で

必
要
な
介
護
サ

ビ
ス
を
利

用
で
き
な
い
ケ

ス
が
多
々

あ
り

こ
れ
以
上
の
引
き
上

げ
は

利
用
で
き
な
い

保

険

を
決
定
づ
け
ま
す


全
額
自
己
負
担

※

と

な

て
い
る
居
住
費
と
食
費

に
つ
い
て

非
課
税
な
ど
の

低
所
得
者
に
は
所
得
に
応
じ

て
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

︵
補
助
給
付
︶
が
あ
り
ま
す

が

21
年
度
か
ら
は
配
偶
者

の
所
得
や
貯
金
額
な
ど
も
判

断
材
料
と
さ
れ

補
助
が
打

ち
切
ら
れ

退
所
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
事
態
が
お
こ


て
い
ま
す

デ
イ
サ

ビ

ス
の
食
事
代
は
補
助
は
な

く

生
活
保
護
受
給
者
も


１
回
６
０
０

８
０
０
円
等

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず

回
数
を
減
ら
す
人
も
多

く
な

て
い
ま
す
２

面
へ

月 ２，９１１円 ６，０１４円

年 ３４，９３２円 ７２，１６８円

介護保険料（基準額）の全国平均

現在

保険料はこの年で ２倍以上！

2000年施行時、保険料は経過措置でゼロ

2001年制度開始時


